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要  約 

ニガウリの促成栽培において，安定多収生産の可能な栽培管理技術を確立するため，収穫枝を連続

して更新する整枝法において，仕立て・整枝方法が，生育，収量および作業時間に及ぼす影響につい

て検討した． 

1. 収穫枝を3本とした慣行整枝法に対し収穫枝を1本とした新整枝法は単位面積当たりの更

新枝数および収穫果数が増加し，可販果収量は20％多かった．また，主要な管理作業に

要する時間は主に整枝作業の短縮により，10％削減された． 

2．株間が狭いほど単位面積当たりの更新枝数は多かったが，収穫果率は低く，収穫所要日

数が長かった．可販果率はほぼ同じで，可販果収量は67cmで最も多かった． 

3．12～2月の収穫枝当たりの着果数を6果とした場合に可販果収量が多かった． 

4．更新用の側枝の数を5本とした場合，10本に対して収量を低下させることなく，主要な作業時間は

18％削減された．特に，整枝作業に関する削減効果が大きかった． 
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